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ＥＬＥＣ同友会英語教育学会 第 32 回研究大会 (第一次案内) 

 
 盛夏の候、皆様方にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
このたび、ＥＬＥＣ同友会英語教育学会第 32 回研究大会を下記の要領で開催する運びとなりました。 
昨今、小学校から大学まで、英語教育を巡る様々な動向が見られます。本学会では、このような動向も踏

まえながら、より良い英語教育を目指し、各研究部会で研究を進めてまいりました。今年度も対面とオンラ

インによるハイフレックス形式で開催いたします。対面・オンラインを問わず、全国の皆様と研究結果を共

有し、活発な議論が交わせることを楽しみにしております。 
英語教育に関わるすべての方々をはじめ、教職を志す学生の皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 
記 

 
１．期日及び実施方法： 2026 年 10 月 25 日（日） 9:50 ~ 17:30 

ハイフレックス開催（会場での対面参加またはオンライン参加） 
 
２．会場： 【対面】 明星大学 ［日野キャンパス］ 26 号館 2 階 

東京都日野市程久保 2-1-1 
※ 多摩モノレール「中央大学・明星大学」駅直結／京王線「多摩動物公園」駅より徒歩 8 分 

【オンライン】 Web 会議システム Zoom を使用 
 
３．主催： ＥＬＥＣ同友会英語教育学会  
 
４．参加費及び参加形態：  
 
 
 
 
 
 
 
◆会場（対面）参加の場合 
・会員（2026 年度会費納入済に限る）は事前申し込み不要です。直接会場へお越し下さい。 
・会員以外の方は本学会ホームページから事前お申し込みのうえ、会場へお越し下さい。（申し込み開始は 10
月初旬予定） 

 
◆オンライン参加の場合 
・会員（2026 年度会費納入済に限る）は事前申し込み不要です。ご登録いただいているメールアドレス宛に 

Zoom のアクセス情報等を事前にお送りします。 
・会員以外の方は本学会ホームページから事前申し込みが必要です。（申し込み開始は 10 月初旬予定）。ご

登録いただいたメールアドレス宛に事前にオンライン参加用の情報をお送りします。 



・「ビデオによる公開授業」は、学部学生のみ無料でオンライン参加が可能です。本学会ホームページから事

前申し込みが必要です。その際、大学より付与されたメールアドレスの登録が必須となります。 
＊会員の方は、2026 年度の会費を納入していることを本学会 HP の「会員マイページ」にてご確認くださ

い。会費未納の場合は、速やかに SMOOSY による登録と会費の納入をお願いいたします。 
 （年会費：一般 5,000 円、学生 1,000 円） 
 
５．プログラム：（変更になる場合がございます） 
9:20          受付開始・Zoom 入室開始  
9:50-10:00   開会行事 

10:00-11:30  講演 
11:30-11:45  会員総会 
11:30-12:30    昼食・協賛企業展示 
12:30-13:20    研究部会発表 (Ⅰ) 
13:35-14:25    研究部会発表 (Ⅱ) 
14:40-15:30    研究部会発表 (Ⅲ) 
15:50-17:20    ビデオによる公開授業 
17:20-17:30    閉会行事 
 
６．内 容： 
◆講演：「パレーシアを行使する英語教育のために －『コミュニケーション活動を支える活動』を支える視

点－」 
 講師：亘理 陽一（北海道大学）  司会：工藤 洋路（東京外国語大学） 

 学習者が自分らしく、自分に嘘をつかずに言葉を用いる授業をどの程度実践できているでしょうか｡でき

ていないとすれば､それはなぜでしょうか。この問題を考える糸口として、本講演では「コミュニケーション

の意図」を 2つのレベルで整理し、「ささ活」が真に「コミュニケーション活動」を支えるものとなるための

視点を提案します。 
 

◆研究部会発表 

オーラルアプローチ研究部会   

「オーラルイントロダクション再考１～文法事項１～」 

 「生徒が英語を話せるようになるために，教師が英語を話して授業を行う」ための基本的な技術である「オ

ーラルイントロダクション」と「パターンプラクティス」について研究しています。現在は，『実践英語教育』

(山家保, 1972)の「Oral Introduction の技術 19」を元に，オーラルイントロダクションの在り方を研究して

います。今年度は(3)から(10)の 8つの技術を活用した，文法事項の導入事例を実演を交えながら提案します。 
 

音声指導研究部会   

「英語音声と音声指導の『豊かさ』を考える」 

 さまざまな制約がある授業の中で、生徒に「豊かな」音声を身につけてほしいと願う英語教師は多いでし

ょう。英語音声とその指導の豊かさとは何か、近年の部会での研究成果（島岡丘著作研究や「目利き」の観

点など）を活かして、さまざまな観点から考えていきます。 

 

評価研究部会   

詳細は二次案内に掲載いたします。 

 

 

 

 

 



語彙指導研究部会   
「高校英語授業における AI 英語学習支援システムの活用と語彙サイズの変化―高校 1 年生を対象とした望

月語彙サイズテストによる検証―」 
 本研究は、高校 1 年生の英語授業において AI 英語学習支援システムを活用し、望月語彙サイズテストを

用いて語彙サイズの変化を検証する実践研究である。 
 
実践研究部会   
「やり取りを継続するための質問力を高める指導」 
 やり取りを継続させるためには指導しなければならないことがいくつかあります。その中の「質問力」に

ついて、「知識」「練習」「コミュニケーション」の各段階における指導方法や活動について提案します。 
 
リーディング研究部会   
「読みを深めるための指導一音声による活動との統合」 
 音声化課題と読解をつなげることで、字義通りの理解を超えた深い読みを導き、思考・判断・表現の力に

結びつける具体的な手立てを発表します。 
 

小学校英語研究部会   

「次期学習指導要領に向けて小中をつなぐ「コミュニケーション活動を支える活動」について考える」 

 次期学習指導要領では言語活動を「コミュニケーション活動」と「コミュニケーション活動を支える活動」

とに分けて、両者の往還を行っていく重要性が議論されています。一方で、基盤語彙リストの整備も計画さ

れており、小中接続を踏まえ受信語彙から産出語彙へと、どのように語彙を取り扱っていくかを考えます。 

 

ライティング研究部会   

「自分の言葉で書くとは？」 

 教師はよく生徒に「自分の言葉で」と伝えるが、「自分の言葉で」とは具体的に何を指すのか、そして、自

分の言葉で書けるようにさせるためにはどのように指導したらよいのかを考えます。 

 

特別企画 

「ELEC 同友会・英語教育協議会（ELEC）共同研究発表」 
元々はオーラルアプローチの普及を英語教育協議会(ELEC)が行い，その後，本学会のオーラルアプロー

チ研究部会やサマーワークショップが引き継いで現在に至ります。本学会が英語教育協議会から独立し，30
年が経ちました。これを機に，どのようにオーラルアプローチと ELEC 同友会が歩んできたのか，現在の英

語の指導や教科書にどのような影響を与えたのか，共同研究を行ってきましたので，その成果を発表します。 

 

◆ビデオによる公開授業 

「やり取りの力を育てる授業」（中学校 2年生） 

授業者：黄 俐嘉（千代田区立九段中等教育学校） 

    司会進行・解説：本多 敏幸（都留文科大学ほか） 
学生対象オンライン解説：笹生 綾子（東京都立国際高等学校） 
 

７ ．懇親会： 発表者、参加者相互の親睦、情報交換の場として懇親会を予定しております。 

会員でない方もご参加いただけます。当日受付にてお申し込み下さい。 

 

 

 

 

 



８．その他： 

・台風等の不測の事態による本研究大会の中止や変更については、本学会 HP をご覧ください。 
・対面参加またはオンライン参加を問わず、紙媒体での配布資料はありません。大会要項等の資料はオ

ンラインで共有・配布をいたします。各自、事前のダウンロード等をお願いいたします。 
・会場となる明星大学の Wi-Fi はご利用いただけません。インターネット接続が必要な場合は、ご自身

で通信環境（テザリング、モバイルルーター等）をご準備くださいますようお願いいたします。 
・会場の学生食堂および売店等の営業はございません。昼食はご持参いただくか、会場近隣の飲食店・

コンビニエンスストア等をご利用ください。 
・対面会場ではゴミは各自でお持ち帰りください。 
・オンライン参加の方には、メールにて Zoom への接続情報等についてご連絡差し上げます。ご登録の

メールアドレスの受信制限等の設定にご注意ください。 
・オンライン参加の際の通信環境につきましては、参加者ご自身で、事前のご準備をお願いいたします。 
 
９．問い合わせ・参照先： 
  E-mail： elec_taikai2026@elecfriends.com  加藤 淳（カトウ アツシ） 
   ELEC 同友会英語教育学会ホームページ： https://elecfriends.smoosy.atlas.jp/ja 


